
2021 年度（第 1 回）復興農学研究会参加者アンケート 

2022年 3 月 18 日 
総合討論の最後に実施したアンケート調査の結果です。 

 
 
今後の研究会では、基調講演やテーマセッションを組み込む可能性があります。その際に、どういったト
ピックやテーマのことが聞きたいと思われますか？ 

（20 件の回答） 
様々な研究グループの融合 
福島の復興の歩みを振り返る、そして未来につなげるようなこと 
復興の現状や課題。「復興農学」と名前のつけられる研究にはどのようなものがあるか。 
除染された農地の地力回復について 
被災地以外の地域で、農業で地方創生活動されている内容が気になります。 
今回テーマが分かれていて良かったと思いました。福島の現地の方に、専門的な内容ではなく簡単なア



ウトプットがあると良いと思いました。 
テーマ:営農再開 
現地での農業と直結する、より実践的な内容が興味深いと思ったので、より多くのお話を聞きたいと思
いました。 
被災地の一次産業の進むべき道 
非常に実学に近い貴重な研究会であると考えているので、特に農家圃場への実装についてのトピックを
聞きたいです 
現地の人が求めているニーズ（研究者や大学の教員・学生にどういうことを期待しているのかなど・・・）
を知っている人のお話を聞きたいです。または，ニーズはさまざまでしょうから，それを取りまとめてい
る方のお話など 
日程との関連がありますね 
今回、ICT農業や、コミュニティ、教育プログラム、堆肥/土壌づくりなど、復興農学に必要なテーマが
見えてきたような気がします。もし可能であれば、それぞれのテーマでテーマセッションなどができる
ようになればさらに研究会の発展になるかと考えます。 
バイオ技術、IOT 
スマート農業を組み込んだ栽培技術 
有機農業の推進、地力回復、新作物導入 
どうやったら被災地農業で安定した収入を得て生活していけるのか（結婚相手が見つかって、子どもも 2
～3人育てて大学にも入られるレベルの収入）について多方面からご意見を聞きたいです。 
研究と実際のリンクとして、実際の農家や農業法人の方の話がききたい。 
農地の土壌の復旧･改良技術全般、そこでのいろいろな植物の植栽技術等 
営農再開に向けて現地の人に求められているものについての情報交換 
 
研究会の今後の運営・開催に向けたご要望などございましたら、下記の欄にご自由にお書きください。 

（12 件の回答） 
情報共有の場の提供 
復興農学の横のつながりを広げる取り組み を実施していきたい。 
特になし 
ゲストとして、外部の方を当日お招きできると良いなと思いました。（地元や周辺の農業従事者など） 
休憩は挟んでほしいです！ 
定期的に開催して下さい 
毎年 3 月にやるのであれば、要旨などの募集が年明けか、年末にあると丁度良いかなと思いました。 
2 日にすると密度が下がってしまうだろうが、一日は過密であった 
農家の方、自治体の方も参加されるとよいと思います。 
自由な雰囲気でたくさんのテーマがあって大変面白かったので、この雰囲気で今後も開催していただき
たいです。 
コロナも落ち着きそうですので、現地の農家の方と一緒に農業の復興の話をする機会 
非常に勉強になりました。すでに膨大な研究がなされていることを学びました。 


